
（別紙３）

～ 令和7年　2月　20日

（対象者数）
32

（回答者数）
22

～ 令和7年　2月　20日

（対象者数）
6

（回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子どもたちの声や発想を大切にしながら、継続して取り組み

活動していく。

2

子どもたちの意思決定を大事にしながら、子どもたちが選択

できるよう情報収集を行い無理のない範囲で活動の幅を広げ

ていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域の子どもたちとふれあい交流することができるようなイ

ベントに参加したり、積極的に情報収集を行い働きかけてい

きたい。

2
保護者の方々が交流できる機会やきょうだい同士の参加や勉

強会などについて検討していきたい。

3

自然に囲まれた事業所

自然のなかで季節を感じ、また生き物（虫やカメ）を育てる・

お世話するという取り組み活動に繋がり、命の大切さを学べる

機会が多くある。

地域イベントへの参加や活動プログラムの工夫

いろんな地域のイベントへの参加や、またほうかごきっずなら

ではの行事（夏祭り・お化け屋敷・ハロウィン等）についてマ

ンネリ化しないよう、子どもたちと話し合う機会を大切にして

いる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童館との交流や地域の子どもたちと一緒に活動をした経験が

ない

利用状況や活動内容により、地域の児童館や公民館、地域小学

校の体育館を利用したことはあるが、交流する機会がなかっ

た。子どもたちに地域施設で過ごし楽しさを感じることを目的

としていた。

保護者同士が話し合ったり、勉強会・研修会など発信できてい

ない。

保護者の方々を招いて、普段の子どもたちの様子を見て頂ける

機会を、活動プログラムに取り入れてきたが、保護者会を設け

ることができていない。

令和7年　2月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ほうかごきっず

○保護者評価実施期間
令和7年　2月　5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


